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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（7月 17 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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牧　唯恵先生

　６月２５日（土）に「未来をあかるくする会お
かやま」が主催いたしました。『家族 de 絆』。
200 名弱の多くの参加者が与えられ、神様の豊か
な恵と備えの中、すべてのプログラムが祝福のう
ちに執り行われたことをここにご報告いたしま
す。当日または当日までにお手伝いくださった皆
様、また祈りお支え下さった皆様、心より感謝申
しあげます。佐藤彰牧師を講師としてお迎えし岡
山市中区中消防署での開催でしたが、佐藤先生が
語られる東日本大震災の実体験を通してのお話は
人として考えさせられることが多くありました。
また、福音を聞いたことがない方々にも非常にわ
かりやすく上手に福音が述べ伝えられました。講
演後は広場にて災害時の体験活動ということで、
数ブースに分かれ貴重な体験をすることができ、
参加者の方々も真剣にまた楽しく参加される姿が
印象的でした。鶏の解体・川の水を飲み水に変え
る浄水器・飯ごう体験・中消防署職員による応急
処置の実施･･･。盛り沢山の体験活動から、生き
ていく姿勢や助け合う心、命を大切にする気持ち
･･･。豊かなこの時代だからこそ、置き去りにさ
れてしまう「こころ」を考える時だったのではな
いでしょうか。また、未来をあかるくする会おか
やまを通して岡山県内のクリスチャン、また教会
が主にあってひとつとなり、愛を流して行くこと
ができるように、各教会が祝福され主の御翼を
かって元気に働きをなしていけるように、引き続
きお祈りまたご協力を皆様にお願い申し上げま
す。
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
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（要約者：日名　洋）

（７月３日）

「幸せへのチャンス」
                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　～良い決断～　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシュア　２章１～２１
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ふるさとミーティング

　　争いで平和を得ない決断をしたデンマーク　
　北欧の国、デンマークは世界で一番国民が幸せな国と言われて
います。ＧＤＰは世界で３７位（日本は３位）ですが、国民一人あ
たりの GDP は世界で８位（日本は２６位）で日本よりもずっと上
です。授業料は大学まで無料、医療費も永年無料、グリーンラン
ドなどに埋蔵資源が豊富にあります。国としてはお金持ちではな
いけれど、国民一人ひとりはとても豊かに生活しています。なぜ
このように豊かになったのでしょうか。デンマークはフランスと
ドイツの間にある小国です。歴史的に何度も戦争を経験し、その
ほとんどで負けてきました。国土は衰退し、国民も疲弊していく、
そのような経験を繰り返した国です。第２次世界対戦ではドイツ
軍に攻撃され、その日のうちに全面降伏しました。デンマーク国
王（クリスチャン１０世）は争いによって平和な生活を守ること
を選ばなかったのです。今まで何度も戦争を経験し、そのたびに
負けて衰退していく歴史でした。これ以上負けたらもう駄目だと
いう状態になっていました。デンマークの人々は艱難を知ってい
たのです。だから攻撃してくるドイツ軍に対して、戦わないで降
伏する決断をしたのです。デンマークにも沢山のユダヤ人が住ん
でいました。ドイツやポーランドでは９０％以上のユダヤ人が殺
害されましたが、デンマークでは９０％以上が生き残ることがで
きました。ナチスドイツはユダヤ人を他の民族と区別するために
胸にダビデの星のマークをつけることを強要しました。しかしデ
ンマーク国王は「わたしはこの国に住む者はみな家族だと思って
いる。彼らに星をつけるなら私達も星をつける。」と言ってその命
令に従いませんでした。デンマークはドイツに無条件降伏したこ
とで、自治権を許されていました。戦っていたらデンマーク人も
ポーランド人のように殺されていたかもしれません。しかし彼ら
は「闘いによって平和を得ない」という決断をしました。この決
断の上にデンマークの今日があります。
　　ラハブの決断
エリコの街にラハブという女性がいました。彼女はイスラエルに
とっては敵国の女性でした。そして、エリコにいる沢山の群衆の
中でただ一人、神の前に良い決断をした人でした。イスラエルの
人々が荒野を旅している間、たくさんの情報がエリコの人々にも
伝わっていました。イスラエル人をエジプトから連れ出すために
紅海を真っ二つに裂いて乾いた大地を渡らせた神の話。荒野を旅
するときも天からの食べ物を毎日与えられた神の話。荒野で戦っ
たイスラエル人を助けた神の話。そのイスラエル人が来るかもし
れないと聞いて、エリコの人たちの多くはやる気を失い、恐れ、
気力を失っていました。ところがラハブはそうではありませんで
した。大群衆のエリコの街の中で、自分と家族が正しく生きる方
法を決断したのです。イスラエルの斥候がエリコの偵察に来た時、
ラハブは彼らを助ける事を選びました。そして、彼らが攻めてく
るときには自分と家族を救うようにと約束をしたのです。この決
断がラハブとその家族の将来を変えました。今までは城壁の中で
自分たちの生活を守るためだけに生きていました。高い壁を築き、
守りを固めることで安心しようとしていました。自分を守ること
だけを考えていたのです。他者を思いやる事をしない、自己中心
な生き方でした。そんな中で、エジプトを出て荒野を旅している
民の話を聞いたのでした。天幕で暮らし、家畜といっしょに遊牧
生活をする民。それは今までとは全く違う価値観でした。ラハブ
は新しい価値観と出会い、イスラエルを導く神が本当の神だと感
じたのです。
　　　　①神様を感じる
　遊女ラハブは良く理解できていなかったけれど、イスラエルを
導いている神様を感じました。物事をひねくれた目で見たり、恐
れから見たりするのではなく、まっすぐに感じていました。私達
日本人は感じなくなっています。先日の「家族で絆」というイベ
ントで、生きた鶏を解体してカレーを作りました。沢山の子供も
参加していて、ほとんどの子供が、鶏が死んでいくところを見ま
した。でもそれを見ている子ども達の反応はとても覚めたもので
した。さっきまで自分たちが可愛いと言って触っていた鶏が目の
前で死んでも、その肉を食べるときに何も感じないのです。私た
ちは神様に目を向けていなければいけません。感じなければなら
ないのです。感じなくなってしまうと正しい決断ができなくなる
からです。羊は羊飼いの声を知っています。本物か偽物か、感じ
て気づかなければなりません。間違った方へ導く声か、正しい方
に導く声かしっかり聞けばわかるはずです。
　　　　②プライドを捨てる
　プライドはすべての悪の枢軸です。プライドを持ったままでは

神の国に入ることはできません。「人は新しく生まれなければ神の
国を見ることはできません。」（ヨハネ３：３）とニコデモはイエ
ス様から言われました。彼はユダヤの議員であり政治家であり学
者でした。イスラエルの中心にいるというプライドがありました。
でもニコデモは少しだけ神を感じていたので、暗い夜になると人々
に見られないようにこっそりとイエス様のもとにやって来ました。
そこで「新しく生まれなければ・・・」というイエス様の言葉に、
学者としてのプライドが反応してしまい「もう一度母の胎に入る
ことができましょうか・・・」と、ひねくれた反応をしてしまい
ました。ラハブは素直に神様を感じて信じ、イスラエルがエリコ
に攻めてくるときには自分と家族を救ってくださいと願いました。
もしラハブがエリコで豊かな人で世間体があったなら、こんなに
素直に神様を受け入れることはできなかったでしょう。しかし彼
女のプライドはすでにズタズタになっており世間体もありません
でした。プライドは自己防衛のためにあります。プライドが常識
という概念を作り上げますが、常識は人によってみな違います。
神様はわざわざ私達を違うようにお作りになりました。でも私達
は人と違うことに劣等感を持つようになったので、プライドで守
らなければ鳴らなくなりました。プライドは私たちに服を着せて、
その服装や外見を見るようにさせます。姿、容姿を見て人を判断
するのです。しかし「人はうわべを見るが、神は心を見る。」（Ⅰ
サムエル１６：７）と聖書にあります。私たちは心を育てないと
いけません。アダムとイブが罪を犯し人は呪われた存在となりま
した。やがて人はバベルの塔を築こうとします。バベルとは人の
エゴであり虚栄です。人よりも上になりたいと言う思いです。そ
のような私達の価値観にアブラハムは終止符を打ちます。「あなた
は、あなたの生まれ故郷、あなたの父の家を出て、私が示す地へ
行きなさい。」（創世記１２：１）という神の言葉に従ったアブラ
ハムに神は一人息子のイサクを犠牲として捧げるように言いまし
た。アブラハムが神様に従って愛する我が子に手をかけようとし
た時、「あなたの手を、その子にくださいてはならない。その子に
何もしてはならない。今、わたしは、あなたが神を恐れることが
よくわかった。」（創世記２２：１２）と言われます。「わたしは確
かにあなたを大いに祝福し、あなたの子孫を、空の星、海辺の砂
のように数多く増し加えよう。・・・あなたの子孫によって、地
のすべての国々は祝福を受ける・・・」（創世記２２：１７，１８）
だからユダヤ人を祝福したデンマークは今日これほど栄えたので
した。先人が苦闘し苦難の中で決断してきた上に今日の繁栄があ
るのです。
　　　③ 決断と実行
　神様を感じてプライドを捨てて決断したのなら、実行しなけれ
ばなりません。私たちはすぐに変われるわけではありません。で
も神様がご覧になっているのは昨日よりも今日、今日より明日と
私達が成長していく姿です。人はな２０年もかけておとなになる
のでしょうか。心を育てるためには時間がかかるからです。２０
年かかっても正しく成長していないこともあります。だから私た
ちは決断して正しい価値観を継承していかなければならないので
す。今の私達のルールではアダムとイブの価値観が継承されるだ
けです。しかしラハブのように決断して人生を変えることができ
たなら、パラダイムシフトできたなら価値観が変えられます。こ
のような決断をすることは将来を幸せに生きるチャンスです。し
かし、それを見出すのは難しいことです。素直になれば簡単だが、
群衆の中の一人では絶対にできません。「狭い門から入りなさい。
滅びに至る門は大きく、その道は広いからです。」（マタイ７：１３）
　神様は狭い門を用意しておられます。ひざまずいて遜らないと
その門には入れません。大勢が大きな門に向かっている中で、一
人だけ小さな門に向かって行く勇気と決断が必要です。真実は静
けさの中で、隠れたところで、私達が静まって聞かないと感じら
れません。神様は救い主を馬小屋で誕生させるという方法を選ば
れました。人々が見下し、けなし、否定する。そのような汚い汚
れたところにイエス・キリストは生まれました。多くの人が馬小
屋で生まれたイエスを否定しました。自分たちの価値観と違って
いたからです。「家を建てる者達の捨てた石。それが礎の石になっ
た。」（詩篇１１８：２２）苦しみに合うことは幸いです。私達を
プライドから解いてくれるからです。痛みの中を通るとき、私た
ちは心を変えることができます。痛みの中で神様を知り、後に幸
せの中で神様を感じるようになります。今までと違う態度、やり
方で、決断し実行できるようになっていきましょう。
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民数記は 2 回の人口調査が行われています。38 年前にシナイ
の荒野でなされた調査記録（1 - 2 章）と比較してみたいと思
います。①ルベン族 46500 人→43730 人（-2770 人）②シメオ
ン族 59300 人→22200 人（-37100 人）③ガド族 45650 人→
40500 人（-5150 人）④ユダ族 74600 人→76500 人（+1900 人）
⑤イッサカル族 54400 人→64300 人（+9900 人）⑥ゼブルン
族 57400 人→60500 人（+3100 人）⑦マナセ族 32200 人→
52700 人（+20500 人）⑧エフライム族 40500 人→32500 人
（-8000 人）⑨ベニヤミン族 35400 人→45600 人（+10200 人）
⑩ダン族 62700 人→64400 人（+1700 人）⑪アシェル族
41500 人→53400 人（+11900 人）⑫ナフタリ族 53400 人→
45400 人（-7000 人）合計 603550 人→601730 人（-1820 人）
です。減少が著しいのはシメオン部族とエフライム部族となっ
ており、シメオン族は 3 万 7 千人以上も激減しています。これ
は、民数記 25 章におけるバアル・ペオルの事件に深くかかわっ
たことが影響したと思われています。ユダ族は人数も多くカナ
ン定着の時期を経て後代にまで影響を及ぼすことになっていき
ます。民数記は「神の民の訓練」がテーマとされているように、
カナンの地に入るための訓練を受けてきました。そして目の前
の状況で右往左往することなく、神様から目を離さずに進んで
いきたいと思います。『主があなたを祝福し、あなたを守られ
ますように。主が御顔をあなたに照らし、あなたを恵まれます
ように。主が御顔をあなたに向け、あなたに平安を与えられま
すように。（民 6:24 ～ 26）』
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